
ඛ㐍ᕤ学㒊 ࣟࢸ࣎クス学⛉ 
（ࠚⰍ≉）ࡢࡶࡍࡊࡵࡀ⫱ᩍࡢ⛉クス学ࢸ࣎ࣟ࠙  

る、自࠸࡚ࢀࡉᚲせと࡚࠸る現在の⏘業にお࠶ࡀᚲせࡴベーシࣙンを生ࣀ༠ാ࡛イࡀࠎな人ࠎᵝ、ࡣ࡛⛉クス学テ࣎ࣟ
分の工学のᑓ㛛ᛶと自分௨外の人ࡀ持࠸࡚ࡗる他の複数の工学のᑓ㛛ᛶを⤌࡚࠼᭰ࡳ活用ࡋ、人㢮をᖾせにする᪂࠸ࡋᢏ⾡
をᥦ案・実現࡛きるクࣟスࣜンクᆺ（ᯫᶫᆺ・㻴ᆺ）のᢏ⾡者を⫱成ࡲࡋすࠋ

この┠ⓗのࡵࡓ、㻞ᖺࡣ࡛ࡲ࡚のᢏ⾡のࣂックࣛࢢウンࢻになる機Ე工学・㟁Ẽ㟁Ꮚ工学・報工学・ไᚚ工学の㻠分㔝
に関する広࠸ᇶ♏ᢏ⾡を生⏘現ሙ࡛広く用࠸ら࠸࡚ࢀるไᚚ置から᭱ඛ➃のࣟ࣎ット࡛ࡲ、ከくの実機を用ࡓ࠸実験・実
習⛉┠と、こࢀらに関係するㅮ⩏⛉┠とを᭷機ⓗに⤌ࡳ合せࡓඛ進ⓗ教⫱システムによࡾ修ᚓࡉせࡲすࠋ㻟ᖺから研究室㓄ᒓ
を行࠸、関㐃学会࡛の研究発⾲をど㔝に入ࡓࢀ時௦の᭱ඛ➃をࡺく㉁の㧗࠸༞業研究に向ࡅ、実㊶ⓗかࡘᑓ㛛ᛶの㧗࠸㻼㻮L
教⫱をスタートࡲࡋすࡉࠋらに、ࣟ࣎ットᢏ⾡ࡣከくの分㔝の複合ᢏ⾡࡛࠶ることから、༞業研究を୍ࡘの研究室に㛢࡚ࡌ
行࠺の࡛ࡣなく、他研究室とὶࡋなࡀら進࠸࡚ࡵくこと࡛「ࢥミュニࢣーシࣙン⬟ຊ」ࡸ「マネジメント⬟ຊ」のよ࠺な
ᵝࠎな職種にᑐᛂ࡛きるクࣟスࣜンクᆺᢏ⾡者にᚲせな⣲㣴を⫱成ࡲࡋすࠋ

デ࣐ࣟࣉポࣜࢩー

る他の複数の工学の࠸࡚ࡗ持ࡀ自分の工学のᑓ㛛ᛶと自分௨外の人、࡚ࡋットᢏ⾡を୰ᚰと࣎ࣟ、ࡣ⛉クス学テ࣎ࣟ
ᑓ㛛ᛶを⤌࡚࠼᭰ࡳ活用ࡋ、人㢮をᖾせにする᪂࠸ࡋᢏ⾡をᥦ案・実現࡛きるクࣟスࣜンクᆺ（ᯫᶫᆺ・㻴ᆺ）のᢏ⾡者
を⫱成ࡲࡋすࠋᡤᐃの༞業せ௳を‶ࡓすこと࡛、ࣟ࣎ット工学に関する▱㆑・ᢏ⬟及び次のよ࠺な⬟ຊと⣲㉁を備ࡶࡓ࠼
のとㄆࡵ、学ኈ（工学）をᤵࡲࡋすࠋ
࠙ᑓ㛛ⓗ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠚ 
օ� 自分の工学のᑓ㛛ᛶと自分௨外の人ࡀ持࠸࡚ࡗる他の複数の工学のᑓ㛛ᛶを⤌࡚࠼᭰ࡳ活用ࡋ人㢮をᖾせにする᪂

ᢏ⾡をᥦ案・実現࡛きる（D㻼㻝㻦クࣟスࣜンクຊ）࠸ࡋ
ֆ� ᐈほⓗな報と、ほⓗな㐀ຊとを⤌合せ࡚、人間の生活にと࡚ࡗ理ⓗなጼをᥥきල体ⓗに⾲現する⬟ຊを᭷す

る（D㻼㻞㻦デࢨインຊ）
և� システムᢏ⾡等のᑓࡳ㎸ࡳ⤌、⬟▱トࣟニクス、設計、自動ไᚚ、画ീฎ理、人工࢝ット㛤発・設計にᚲせなメ࣎ࣟ

㛛ᢏ⾡を修ᚓ࠸࡚ࡋる（D㻼㻟㻦ᑓ㛛ᛶ）
࠙ᐇ㊶ⓗᢏ⾡ຊࠚ 
օ� 人間の生活にと࡚ࡗ理ⓗなጼを実現するࡵࡓにᚲせな、ၥ㢟ᢕᥱ、ཎᅉ究明およびゎỴ᪉ἲのᥦ案をㄽ理ⓗかࡘຠ

⋡ⓗに行࠺⬟ຊを᭷する（D㻼㻠㻦࢚ンジニアࣜンࢢຊ）
 ࠚᛶ♫ே㛫ᛶ࡞㇏࠙
օ� 人と༠ຊ࡚ࡋၥ㢟ゎỴࡋ、♫会ⓗインࣃクトを持続ྍ⬟か᭱ࡘ大する⤌ࡳを作る⬟ຊを᭷する（D㻼㻡㻦ࢥミュニࢣ

ーシࣙン・マネージメントຊ）

ーࢩポ࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝

る他の複数の工学の࠸࡚ࡗ持ࡀ自分の工学のᑓ㛛ᛶと自分௨外の人、࡚ࡋットᢏ⾡を୰ᚰと࣎ࣟ、ࡣ⛉クス学テ࣎ࣟ
ᑓ㛛ᛶを⤌࡚࠼᭰ࡳ活用ࡋ、人㢮をᖾせにする᪂࠸ࡋᢏ⾡をᥦ案・実現࡛きるクࣟスࣜンクᆺ（ᯫᶫᆺ・㻴ᆺ）のᢏ⾡者
を⫱成ࡲࡋすࠋ学生ࡀデプࣟマ࣏ࣜシーにᥖࡆる┠ᶆを㐩成࡛きるよ࠺に、ඹ通⛉┠とᑓ㛛⛉┠をࣛࣂンスよく㓄置ࡋ、
᭱ඛ➃のࣟ࣎ット工学を୰ᚰに、「機Ე」「㟁Ẽ㟁Ꮚ」「報」「ไᚚ」等のᵝࠎな工業分㔝のᇶ♏▱㆑と、≉ᐃの分㔝の㧗
ࡲࡋキュࣛムをᵓ⠏ࣜ࢝活用࡛きる⬟ຊを実㊶ⓗに⫱成する࡚࠼᭰ࡳ⤌自分のᑓ㛛ᛶと他のᑓ㛛ᛶを、ࡋᑓ㛛ᛶを᭷࠸
すࠋ教⫱ㄢ⛬⦅成、教⫱内ᐜ、教⫱ホ౯の᪉㔪を次のよ࠺にᐃࡲࡵすࠋ
࠙㸯 ᩍ⫱課⛬⦅ᡂࠚ 
օ� ᢏ⾡と理ㄽを並行࡚ࡋ学ࡪ「デュアࣝシステム」を᥇用ࡋ、ึᖺ次から学ᖺࡈとに体⣔ࡓࢀࡉㅮ⩏⛉┠と実験・実

習・₇習⣔の⛉┠を⦅成ࡲࡋす
ֆ� ྛ学ᖺにアクテブ・ࣛーニンࢢを取ࡾ入ࡓࢀ⛉┠⦅成を行ࡲ࠸す
և� ㄢ㢟発ぢゎỴຊを㣴࠺㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㻮㼍㼟㼑㼐 L㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓（㻼㻮L）⛉┠を㻝ᖺからẁ㝵ⓗに取ࡾ入ࡓࢀ⛉┠⦅成をࡲࡋす
࠙㸰 ᩍ⫱ෆᐜࠚ 
օ� 機Ე、㟁Ẽ・㟁Ꮚ、報、ไᚚの㻠分㔝に関する広࠸ᇶ♏ᢏ⾡を㌟にࡅࡘるࡵࡓ、㻞ᖺࡣ࡛ࡲ生⏘現ሙ࡛広く用࠸らࢀ

らに関係するㅮ⩏⛉┠とを᭷ࢀ実験・実習⛉┠と、こࡓ࠸ከくの実機を用、࡛ࡲット࣎るไᚚ置から᭱ඛ➃のࣟ࠸࡚
機ⓗに⤌ࡳ合せ࡚㓄置ࡲࡋす

ֆ� よࡾᑓ㛛ᛶの㧗࠸▱㆑・ᢏ⾡を実㊶ⓗに修ᚓするࡵࡓ、㻟ᖺから研究室㓄ᒓを行࠸、関㐃学会࡛の研究発⾲をど㔝に
入ࡓࢀ時௦の᭱ඛ➃をࡺく㉁の㧗࠸㻼㻮L教⫱「プࣟジェクト研究」「༞業研究ࢮミナーࣝ」を㛤設ࡲࡋす

և� 研究⬟ຊ࡛ࡅࡔなく、ࢥミュニࢣーシࣙン⬟ຊࡸマネジメント⬟ຊなどのクࣟスࣜンクᆺᢏ⾡者にᚲせな⣲㣴を⫱成
するࡵࡓ、㻠ᖺにࡣ他研究室とὶࡋなࡀら複合ᢏ⾡࡛࠶るࣟ࣎ットᢏ⾡に関する研究・㛤発を行࠺「༞業研究」を㛤設
すࡲࡋ

ֈ� 現ሙ࡛ᚲせとࢀࡉる報ᢏ⾡を体⣔ⓗに修ᚓするࡵࡓ、᭱ ᪂のࢥンࣆュータ設備を用࡚࠸報ฎ理ᢏ⾡者の資格取ᚓ
にᚲせな▱㆑・ᢏ⾡を୰ᚰに、ᇶ♏からඛ進ᢏ⾡࡛ࡲの報ᢏ⾡を実㊶ⓗに修ᚓࡲࡋす

։� 実㊶ⓗに設計・〇図・〇㐀ᢏ⾡を修ᚓするࡵࡓ、㻟次ඖC㻭Dソフト（C㻭D）と運動・ᵓ㐀ゎ析ソフト（C㻭㻱）とを⤌合
せࡓ設計から、３DプࣜンタࡸCNCຍ工機による部ရ〇作（C㻭㻹）࡛ࡲの୍㐃の〇ရ㛤発を行࠺実㊶ⓗᢏ⾡⛉┠を㛤設
すࡲࡋ

࠙㸱 ᩍ⫱ホ౯ࠚ 
օ� ྛᤵ業⛉┠に㐩成┠ᶆ・ホ౯᪉ἲ・ホ౯ᇶ‽をᐃࡵ、学修成ᯝࡀᇶ‽を‶ࡓࡋࡓ㝿に༢をㄆᐃࡲࡋす
ֆ� 学生および外部からのホ౯を┿ᦸにࡅ࠺とࡵᨵၿのཎ動ຊとࡲࡋす




